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論文内容の要旨
序論 （Introduction)
頂点作用素代数（以下、 VOA）や頂点作用素超代数（以下、 SVOA)は 数理物理、特に共形場理論とつなが
りのある代数構造であり、様々な有限単純群と関係がある。SVOA の有名な例のーっとして、 モンス
タ ー単純群を全自己同型群としてもつ Moonshine VOA がある。モンスタ ー単純群は有限単純群の分
類における 26 個の散在型単純群の中で一番位数が大きい群として知られており、 VOA や SVOA の
対称性を解析することは、 全自己同型群を通してモンスタ ー単記相手のような群の構造や性質を明らか
にすることにつながり重要である。 また、 SVOA は二元符号や整数格子等の組み合わせ論的対象物と
も深いつながりがある。組み合わせ論的対象物である組み合わせデザインや球面デザインは、 代数的
組み合わせ論の中でも重要な位置を占めており、良いデザインの具体例は性質の良い二元符号や整数
格子から得られることが知られている。G.Hoehn 氏は、 これら二元符号、 整数格子、 SVOA の関係
と前者 2 っとデザインとの関係に着目し、 二元符号に基づく組み合わせデザインや整数格子に基づく
球面デザインの概念、の類似として VOA に基づく共形デザインの概念、を導入した。また Hoehn 氏は二
元符号に基づく組み合わせデザインにおいて有名な Assums·Mattson の定理の類似を VOA に基づく





























 第４章では、ルートを持たない格子に付随する頂点作用素代数で S4 級となるものを分類して
いる。この分類結果は、これら頂点作用素代数の中で例外的な自己同型群を持つ場合の対称性の
高さを Sn 級の視点から裏付けている。また、Sn 級は頂点作用素代数の対称性を測る指標の一つ
であり、共形 n デザインとなるための十分条件となっている。したがって、分類結果は新しい共
形 4 デザインの例も与えている。 
 第５章では、最小重み空間が共形 4 デザインとなる符号頂点作用素超代数の分類を行っている。
特に、最小共形重みが 3/2 の場合に、Tuite-Van によって提示された符号頂点作用素超代数に対
して、その最小重み空間が共形 4 デザインとなることを証明している。また、跡公式を用いて、
符号頂点作用素超代数に付随する共形デザインと二元符号に付随する組合せデザインを結びつけ
る新たな手法を見出しており、今後のこの方向での研究に有用である。 
 以上要するに本論文は、頂点作用素超代数の共形デザインに関して、組合せデザインや球面デ
ザインとの類似の視点から基礎理論の構築を行い、新たな例を数多く提示し、いくつかの頂点作
用素超代数のクラスにおける分類を行っており、頂点作用素超代数に付随する共形デザインの理
論と情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
